2007年　共同宣教司牧の評価
三重地区北勢ブロック
１、滞日外国人との関わり

　①　同じ地域に生活する神の民としてのカトリック信者（違った言葉を話すそれぞれの国民）が、ミサを通して神のもとに一致するという理想を求めて試行を繰り返しているわけだが、まず定着しつつあるものとして、年に数回行われる「国際ミサ」がある。地域から集まってくる各国人は多数で、一つの教会には収まり切れないほどである。そのときにかもし出される熱気は、宗教心の高まりであって、この行事の価値を物語っている。

　　　またそのミサのあとで行われるパーティも、文化の異なる人々の貴重なコミュニケーショーンの場を提供している。

　　　ただこの種の行事は年数回であって限られている。いかに日常に繋いでいくかが、課題であろう。

2 　外国人が日本に滞在する期間が長引くにつれ、彼らの子供たちは、日本人化され、本国語が通じにくくなっている。自分の子供に必要な宗教的教育を、日本の教会に求めてくる親たちの要求は大切にされなければならない。彼らを日本人の子供の中に受け入れて、同様に教育することで問題はないのだろうか。考えていかなければならない。
２、「福音宣教する共同体」としての意識

　①　ブロックとしての教会活動は、うまく行っているという感じがする。

　　　司牧的面でも担当司祭間の協力はよく、年末から起こった非常事態（村上神父の手術と入院）に際して示された連携対処の仕方は見事であった。
　　　小教区間の交流・親睦（7月に行われた練成会、10月に行われた交流会など）それなりの効果を上げ評価できる。

　　　ブロックの四教会の代表者の集まりは（ブロック評議会）、ブロック内の活動をスムーズに

　　運ぶために非常に役立っている。
2 三重地区の宣教司牧的活動への積極的な協力・参加も（ウォーカソン、聖書講演会など）

　　よくやっていると評価できる。

　※以上、対内（教会内）的な面では良い評価ができるが、対外的（対社会）には、「いまだし」の感がする。
３、信仰の育成

　①　各教会の日曜学校の教師会が示した協力態勢は見事であった。特に夏休み中に行われた子供の「練成会」の成功は見事であった。準備の為に何度も集まり、時間と労力を惜しまず、実施した成果は高く評価できる。
②　信徒がリーダーシップを取って、勉強会（要理研究《対求道者を含む》、聖書研究）などを行おうとする気勢が生じると、疑いの目で、すぐ芽を摘んでしまうのではなく、むしろ司祭の協力と助勢をもって育てて欲しい。
3 教会活動を司祭や信徒の指導で計画することはある意味で易しいが、多くの人がそれに参加し、しかもそれに積極的に、永続的に参加することは本当に難しい。名案はあるのだろうか。

4 地区としての研修の場には、できるだけ参加することができるが、教区の行事として京都で行われる研修には遠隔の地として無理である。何らかの援助や対策を考えてほしい。

